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既
定
予
算
の
総
額
に
５
４

８
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
34
億

４
、
１
４
８
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
総
務
費
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策

定
事
業
費
７
９
１
万
８
千
円
、

携
帯
電
話
不
通
話
地
域
解
消

事
業
費
３
、
９
６
８
万
円
の

減
、
民
生
費
・
国
保
事
業
勘

定
繰
出
金
２
、
２
１
５
万
２

千
円
、
老
人
保
健
特
別
会
計

繰
出
金
８
５
７
万
８
千
円
、

農
林
水
産
業
費
・
う
つ
く
し

ま
園
芸
産
地
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
事
業
１
３
６
万
２
千
円
、

教
育
費
・
柔
剣
道
場
補
修
工

事
１
９
８
万
３
千
円
な
ど
で
、

こ
れ
ら
の
財
源
と
し
て
繰
越

金
等
を
充
当
し
て
い
ま
す
。

既
定
予
算
の
総
額
に
８
６

２
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
８
億

３
、
７
３
２
万
９
千
円
と
し

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
前
年
度
精

算
償
還
金
８
５
７
万
８
千
円
、

一
般
会
計
繰
出
金
４
万
５
千

円
の
追
加
で
、
こ
の
財
源
と

し
て
支
払
基
金
交
付
金
、
県

支
出
金
等
を
充
て
て
い
ま
す
。

既
定
予
算
の
総
額
に
６
２

０
万
８
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
４
億

４
、
４
６
４
万
８
千
円
と
し

ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
介
護
給
付

費
準
備
基
金
へ
の
積
立
金
の

追
加
で
、
こ
の
財
源
と
し
て

国
県
支
出
金
、
支
払
基
金
交

付
金
、
繰
越
金
を
充
て
て
い

ま
す
。

過
疎
法
並
び
に
原
発
等
立

地
地
域
振
興
法
の
省
令
が
一

部
改
正
さ
れ
た
の
に
伴
な
い
、

過
疎
法
関
係
の
課
税
免
除
、

原
発
等
立
地
地
域
振
興
法
関

係
の
不
均
一
課
税
の
適
用
期

限
を
、
平
成
17
年
３
月
31
日

か
ら
２
年
間
延
長
す
る
た
め

の
条
文
改
正
で
す
。

携
帯
電
話
不
通
話
地
域
解

消
に
よ
る
移
動
通
信
用
鉄
塔

施
設
等
の
整
備
を
、
飯
舘
村

過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に

追
加
変
更
す
る
も
の
で
す
。

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
財

政
調
整
基
金
積
立
１
、
１
９

８
万
８
千
円
、
さ
わ
や
か
基

金
積
立
１
６
２
万
円
、
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

１
５
９
万
円
、
公
債
費
償
還

８
０
１
万
１
千
円
で
、
そ
の

財
源
と
し
て
、
確
定
し
た
特

別
交
付
税
、
上
山
競
馬
場
外

発
売
所
売
得
交
付
金
の
歳
入

予
算
未
計
上
分
を
充
て
、
予

算
総
額
を
43
億
１
、
２
７
９

万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
債
に
つ
い
て
、

農
林
水
産
業
施
設
災
害
復
旧

事
業
の
事
業
費
が
、
借
入
れ

対
象
事
業
費
に
満
た
な
か
っ

た
た
め
、
借
入
額
を
０
に
変

更
し
ま
し
た
。

歳
出
補
正
の
内
容
は
、
消

費
税
納
付
分
１
５
９
万
円

で
、
そ
の
財
源
は
一
般
会
計

繰
入
金
を
充
て
、
予
算
総
額

を
１
億
５
、
４
７
０
万
６
千

円
と
し
ま
し
た
。

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
平
成
17
年
３

月
25
日
、
そ
れ
に
伴
う
関
係

政
省
令
が
３
月
31
日
に
公
布

さ
れ
た
の
に
伴
い
、
関
係
す

る
村
税
条
例
の
一
部
改
正
を

同
日
付
で
行
い
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
内
容
は
、
村

民
税
関
係
・
年
齢
65
歳
以
上

の
者
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
、

肉
用
牛
の
課
税
特
例
の
適
用

期
間
の
平
成
21
年
度
ま
で
の

延
長
、
特
定
管
理
株
式
の
損

失
金
額
の
課
税
特
例
の
適
用
、

特
定
中
小
会
社
の
特
定
株
式

に
係
る
課
税
の
特
例
の
平
成

19
年
３
月
31
日
ま
で
の
延
長
、

固
定
資
産
税
関
係
・
被
災
住

宅
用
地
の
震
災
等
に
基
づ
く

避
難
指
示
に
係
る
当
該
土
地

の
み
な
し
課
税
標
準
の
特
例

措
置
等
の
地
方
税
法
の
規
定

を
適
用
す
る
改
正
、
そ
の
他

法
等
改
正
に
伴
う
各
条
項
番

号
お
よ
び
語
句
の
整
理
で
す
。

平
成
16
年
度
一
般
会
計
予

算
の
う
ち
、
繰
越
明
許
費
と

し
て
平
成
17
年
度
に
繰
越
し

た
予
算
は
、
飯
樋
小
学
校
環

境
整
備
事
業
１
、
２
８
０
万

円
で
す
。
そ
れ
を
賄
う
財
源

は
全
額
一
般
財
源
で
す
。

事
業
勘
定
の
既
定
予
算
の

総
額
か
ら
５
９
０
万
３
千
円

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
７
億
７
、
９
８
０

万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
保

険
給
付
費
１
、
５
３
０
万
円

の
増
、
老
人
保
健
拠
出
金
１
、

９
８
４
万
１
千
円
の
減
、
介

護
納
付
金
１
３
６
万
２
千
円

の
減
で
す
。

退
任
さ
れ
た
赤
石
澤
侃
氏

に
代
わ
り
、
監
査
委
員
に
渡

邊
守
男
氏
（
小
宮
）
を
選
任

し
た
い
の
で
、
そ
の
同
意
を

求
め
る
も
の
で
す
。

国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

納
付
金
課
税
額
の
税
率
等
の

改
正
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
経

費
を
賄
う
た
め
、
平
成
17
年

度
一
般
被
保
険
者
の
一
人
当

た
り
保
険
税
を
、
前
年
比
８
、

９
９
０
円
増
の
６
１
、
３
８

７
円
、
介
護
納
付
金
を
前
年

比
６
、
１
９
２
円
増
の
２
２
、

９
８
４
円
と
す
る
改
正
で
す
。

村
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、

５
月
11
日
に
「
表
彰
式
典
」

を
挙
行
し
ま
し
た
。
特
別
功

労
表
彰
１
人
、
功
労
表
彰
３

人
、
善
行
表
彰
３
人
の
計
７

人
の
皆
様
を
表
彰
し
ま
し
た
。

庁
内
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

係
単
位
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実

施
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
か

ら
、
各
職
場
の
問
題
点
・
改

善
点
等
を
提
起
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

ま
た
、
職
員
で
構
成
す
る

「
村
行
政
事
務
改
善
委
員
会
」

と
「
村
行
政
機
構
改
革
検
討

委
員
会
」
を
、
現
在
ま
で
４

回
開
催
し
、
行
政
事
務
の
見

受
賞
者
の
皆
様
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
分
野
で
熱
い
思
い
を

も
っ
て
村
勢
進
展
に
ご
尽
力

を
い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
り
、

衷
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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直
し
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
村
民
か
ら
な
る

「
村
行
政
改
革
懇
談
会
」
に

つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
５
回

開
催
し
、
検
討
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

検
討
内
容
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
現
在
の
行
財
政
の

実
態
を
認
識
し
合
い
、
そ
の

上
で
、
将
来
も
安
心
し
た
財

政
運
営
が
堅
持
さ
れ
る
か
、

い
か
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
を
少
な
く
し
て
、
自
主
自

立
の
村
づ
く
り
が
で
き
る
か
、

精
力
的
に
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
各
種
団
体
と
の

懇
談
会
を
計
画
中
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
村
の
方
向
性
を

示
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
種

団
体
お
よ
び
村
民
全
体
が
共

通
の
認
識
に
立
っ
た
上
で
、

こ
れ
か
ら
の
飯
舘
村
の
進
む

べ
き
道
を
懇
談
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
県
よ
り
事
業

採
択
の
内
示
が
あ
り
、
移
動

通
信
用
鉄
塔
の
建
設
地
が
長

泥
地
区
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
比
曽
・
長
泥
・

蕨
平
・
小
宮
・
八
木
沢
・
大

倉
・
佐
須
・
須
萱
の
８
地
区

へ
の
鉄
塔
建
設
を
県
へ
要
望

し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後

の
事
業
参
画
業
者
に
よ
る
実

地
調
査
等
を
踏
ま
え
、
長
泥

地
区
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
事
業
参
入

業
者
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
株
式
会

社
（
ａ
ｕ
）
で
す
。

今
後
は
、
試
験
電
波
を
発

信
し
、
ど
の
エ
リ
ア
ま
で
利

用
で
き
る
か
等
の
検
証
作

業
、
用
地
取
得
等
、
そ
の
他

必
要
な
業
務
を
行
い
、
平
成

17
年
度
中
に
は
、
施
設
・
設

備
の
整
備
を
完
了
し
、
平
成

18
年
春
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

過
般
の
「
村
づ
く
り
推
進

協
議
会
」
に
お
い
て
検
討
し

た
結
果
、
今
年
の
夏
ま
つ
り

の
タ
イ
ト
ル
は
、
県
の
補
助

事
業
と
の
関
連
も
あ
り
、
昨

年
と
同
じ
く
「
い
い
た
て
夏

ま
つ
り
〜
ま
で
い
ラ
イ
フ
in

あ
い
の
沢
〜
」
と
し
、
７
月

30
日
に
開
催
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
実
行
委

員
会
を
設
立
し
、
イ
ベ
ン
ト

の
内
容
等
に
つ
い
て
打
合
せ

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
ほ
ぼ
前
年
同
様
で
す
。

今
年
も
、
ま
つ
り
の
参
加

者
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ

う
な
内
容
を
目
指
し
、
関
係

機
関
・
団
体
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
準
備
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
16
年
度
の
売
得
金
に

つ
い
て
は
、
12
億
９
、
３
０

１
万
２
、
１
０
０
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
１
億
１
、
４
２

９
万
４
、
８
０
０
円
の
減
、

率
に
し
て
８
・
１
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
入
場
者
数
は
６
万

１
、
６
３
０
人
で
、
前
年
度

に
比
べ
８
８
１
人
の
増
、
率

に
し
て
１
・
５
％
の
微
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
催
日
数
は
３
０

５
日
と
、
前
年
度
に
比
べ
12

日
間
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

入
場
者
数
お
よ
び
開
催
日

数
が
多
か
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
売
得
金
が
減
に
な
っ
た

理
由
と
し
て
は
、
景
気
低
迷

等
に
よ
り
、
一
人
当
た
り
の

投
資
金
額
が
、
前
年
度
は
２

３
、
１
６
５
円
に
対
し
、
今

年
度
は
２
０
、
９
８
０
円
と

少
な
く
な
っ
た
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

４
月
以
降
の
異
常
低
温
で

農
作
物
の
成
育
に
影
響
が
出

て
お
り
、
心
配
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
特
に
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
４
月
上
旬
の
降
霜

で
植
え
直
し
た
と
こ
ろ
が
出

ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
中
旬
に
は
、

一
部
地
域
で
田
植
え
を
し
た

と
こ
ろ
に
遅
霜
が
降
り
、
手

直
し
を
し
た
と
こ
ろ
が
出
ま

し
た
。
今
後
の
天
候
の
回
復

が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
」
は
、
平
成
16
年
度

末
で
終
了
し
、
平
成
17
年
度

か
ら
は
内
容
を
変
更
し
て
新

た
な
５
年
間
の
次
期
対
策
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

次
期
対
策
は
、
従
来
の
農

用
地
の
管
理
等
に
加
え
、
各

集
落
で
10
年
か
ら
15
年
後
の

将
来
を
見
据
え
た
「
集
落
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
作
成
と
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
的
な
５
ヵ
年

間
の
行
動
計
画
で
あ
る
「
工

程
表
」、
そ
し
て
「
農
用
地

等
保
全
マ
ッ
プ
」
の
作
成
、

さ
ら
に
、
前
期
対
策
と
同
額

の
単
価
で
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
担
い
手
の
育
成
や
農

業
法
人
の
立
ち
上
げ
、
農
産

物
の
加
工
販
売
等
の
選
択
実

施
要
件
も
加
わ
り
ま
す
。

次
期
対
策
に
お
け
る
交
付

金
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
過

般
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
村
中

山
間
地
域
等
直
接
支
払
協
議

会
」
並
び
に
「
村
農
政
推
進

対
策
会
議
」
に
お
い
て
、
個

人
配
分
40
％
（
前
期
50
％
）、

共
同
取
組
み
分
35
％
（
前
期

45
％
）、
村
全
体
の
取
組
み

分
25
％
（
前
期
５
％
）
と
、

そ
れ
に
村
か
ら
１
、
０
０
０

万
円
程
度
の
持
ち
出
し
を

し
、
今
回
は
中
山
間
地
域
に

該
当
し
な
い
地
区
も
含
め
、

村
全
体
の
取
組
み
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

す
が
、
７
月
末
ま
で
に
村
の

基
本
方
針
を
県
に
申
請
、
８

月
末
ま
で
に
集
落
が
村
に
集

落
協
定
の
申
請
、
９
月
末
ま

で
に
村
が
集
落
に
対
し
集
落

協
定
の
認
定
、
と
い
っ
た
事

務
の
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回

は
前
回
と
は
異
な
り
作
成
書

類
が
膨
大
で
あ
り
、
し
か
も

短
期
間
で
作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
村
と
し
て

も
各
行
政
区
に
対
し
全
面
的

に
支
援
し
、
ぜ
ひ
国
か
ら
10

割
の
交
付
金
を
受
け
取
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
水
稲
の
作
付
面
積

は
８
０
０
・
70
�
で
、
前
年

度
に
比
べ
11
・
19
�
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。
配
分
面
積

が
９
３
９
・
84
�
で
す
の

で
、
作
付
面
積
が
１
３
９
・

14
�
下
回
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
産
地
間
調
整
の
働

き
か
け
な
ど
、
少
し
で
も
こ

の
面
積
の
消
化
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
引
き
続
き
枝
肉

の
在
庫
不
足
に
よ
る
高
値
取

引
が
続
い
て
お
り
、
生
産
農

家
に
と
っ
て
は
安
定
し
た
経

営
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

平
成
16
年
度
の
Ｊ
Ａ
全
農

の
県
家
畜
市
場
（
本
宮
市
場
）

子
牛
取
引
価
格
を
み
る
と
、

１
頭
当
た
り
平
均
価
格
は
47

万
９
、
０
１
４
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
４
万
４
、
５
９
８

円
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

村
内
子
牛
は
７
２
０
頭
で
、

１
頭
当
た
り
平
均
価
格
は
49

万
５
７
３
円
で
、
県
平
均
を

１
万
１
、
５
５
９
円
上
回
る

高
値
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
村
内
の
１
頭
当

た
り
平
均
価
格
は
、
雌
が
43

万
９
、
９
４
１
円
、
去
勢
が

52
万
７
、
２
９
３
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
近
く
ア

メ
リ
カ
産
の
牛
肉
輸
入
が
再

開
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

の
憶
測
も
あ
り
、
今
後
価
格

の
下
落
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

４
月
19
日
に
駆
除
隊
を
編

成
し
、
初
駆
除
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
数
年
、

過
般
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
平
成
16
年
度
の
決
算
報

告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

肥
育
事
業
は
、
２
０
７
頭

を
販
売
し
販
売
金
額
は
１
億

９
、
４
６
２
万
８
、
７
４
４

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
頭
数

で
30
頭
、
販
売
金
額
で
３
、

１
４
６
万
６
、
１
０
８
円
の

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
頭
当
た
り
の
平

均
価
格
は
、
去
勢
が
99
万
２
、

４
１
５
円
、
雌
が
89
万
９
、

３
０
０
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
去
勢
で
６
万
２
、
２
４
３

円
、
雌
で
８
、
０
２
１
円
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

４
〜
５
等
級
の
い
わ
ゆ
る
上

物
率
は
約
69
％
で
し
た
。

特
に
猿
の
被
害
が
激
増
し
て

お
り
、
被
害
農
家
・
村
・
駆

除
隊
の
連
携
を
密
に
し
、
農

作
物
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
宿
泊
体
験
館
き
こ
り
」
に

増
設
し
ま
し
た
健
康
増
進
交

流
施
設
「
い
い
た
て
イ
オ
ン

の
森
あ
い
・
ら
ぶ
・
湯
」
が
、

４
月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

オ
ー
プ
ン
か
ら
５
月
末
ま

で
の
入
込
み
数
は
５
、
１
３

２
人
で
、
内
訳
は
お
風
呂
が

２
、
８
５
４
人
、
イ
オ
ラ
が

２
、
２
７
８
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。
来
館
者
は
、
近
隣
市

町
村
を
は
じ
め
県
内
各
地
、

さ
ら
に
は
県
外
（
宮
城
県
や

北
関
東
圏
）
か
ら
も
お
出
で

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
も
多
い
よ
う

で
す
。

今
後
も
「
宿
泊
体
験
館
き

こ
り
」
や
「
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ

ス
い
い
た
て
」
と
併
せ
て
、

村
内
外
の
方
々
の
交
流
の
場

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ら
に
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

去
る
３
月
28
日
に
、
内
閣

府
か
ら
「
大
い
な
る
田
舎
・

ま
で
い
ラ
イ
フ
い
い
た
て
推

進
特
区
」
の
認
定
を
受
け
ま

し
た
。

過
般
村
民
向
け
に
説
明
会

を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
20
人

の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
実
際
に
取
組
み

た
い
と
い
う
方
は
４
人
ほ
ど

で
し
た
。

な
お
、
希
望
さ
れ
る
方
に

は
農
家
民
宿
ま
た
は
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
の
起
業
を
促
し
、

都
市
住
民
と
の
交
流
に
よ
る

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

推
進
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援

を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

去
る
６
月
５
日
に
、「
村

民
の
森
あ
い
の
沢
」
で
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
選
者

で
あ
る
黛
ま
ど
か
さ
ん
を
は

じ
め
、
同
氏
に
よ
っ
て
選
ん

で
い
た
だ
い
た
「
愛
の
俳
句
」

の
入
選
者
お
よ
び
家
族
の

方
々
、
さ
ら
に
は
黛
ま
ど
か

さ
ん
と
交
誼
の
あ
る
歌
舞
伎

俳
優
の
十
代
目
・
板
東
三
津

五
郎
さ
ん
に
も
出
席
を
い
た

だ
き
、
盛
大
に
開
催
し
ま
し

た
。
特
に
、
板
東
さ
ん
か
ら

は
、
同
氏
の
俳
句
を
村
に
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
当
日
除
幕

式
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
愛
の
俳
句
事
業
は

平
成
16
年
度
の
ご
み
収
集

状
況
は
、
可
燃
ご
み
が
３
５

３
・
７
�
で
、
前
年
度
よ
り

24
・
１
�
、
率
に
し
て
約

７
・
３
％
の
増
、
不
燃
ご
み

は
１
３
３
・
９
�
で
、
前
年

度
よ
り
５
・
０
�
、
率
に
し

て
約
０
・
４
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
品
は
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
約
31
・
１
％

増
、
紙
類
が
約
５
・
４
％
の

減
、
缶
類
と
び
ん
類
は
12
・

６
％
の
減
に
な
っ
て
お
り
、

全
体
で
８
１
９
・
２
�
回
収

し
ま
し
た
が
、
今
後
も
適
切

な
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
４
月
初
め
に
焼
却

炉
内
の
耐
熱
レ
ン
ガ
が
剥
離

し
、
使
用
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
専

門
業
者
に
よ
る
改
修
工
事
を

進
め
た
結
果
、
先
月
末
に
完

了
し
て
可
燃
ご
み
の
焼
却
処

理
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

容
器
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基

づ
く
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
」
の
分
別
回
収
に
向

け
た
知
識
と
技
術
を
身
に
付

け
て
い
た
だ
く
た
め
、
婦
人

会
の
皆
様
方
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
現
在
ま
で
に
18
行

政
区
で
養
成
塾
を
開
き
、
９

９
３
人
の
方
が
ダ
イ
エ
ッ
ト

マ
ス
タ
ー
に
認
定
さ
れ
、
回

収
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
に
は
、
村
内
の

事
業
所
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
第
１
回
目
の
養
成
塾
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
後
も
認
定
者
を
増
や
す

た
め
、
引
き
続
き
村
内
全
域

で
学
習
会
を
開
催
し
て
分
別

回
収
を
勧
め
、
ご
み
の
減
量

化
に
努
め
な
が
ら
適
切
な
処

市
町
村
合
併
に
よ
り
平
成

18
年
１
月
１
日
に
「
南
相
馬

市
」
が
誕
生
し
ま
す
が
、
原

町
方
部
環
境
衛
生
組
合
に
つ

い
て
の
南
相
馬
合
併
協
議
会

の
調
整
方
針
は
、「
合
併
の

前
日
に
組
合
を
解
散
し
、
事

務
事
業
、
財
産
及
び
職
員
は

新
市
に
引
継
ぐ
」
と
い
う
方

向
で
調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
併
後
、
解
散
に
よ
る
清

算
は
行
わ
ず
、
全
て
を
新
市

に
引
継
ぎ
、
飯
舘
村
の
財
産

持
分
並
び
に
費
用
負
担
を
協

定
書
で
明
確
に
し
、
村
民
が

現
在
と
同
様
に
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
新
市
と
村
と
の
受

委
託
方
式
に
よ
る
処
理
業
務

を
行
う
方
向
で
、
事
務
的
に

作
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
、

去
る
５
月
26
日
開
催
の
環
境

衛
生
組
合
定
例
会
に
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

理
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
一
層
推

進
し
、
ご
み
処
理
施
設
の
有

効
活
用
と
資
源
の
有
効
利
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
16
年
度
の
村
税
の
収

入
状
況
に
つ
い
て
は
、
４
月

に
助
役
を
本
部
長
と
す
る

「
村
税
収
納
率
向
上
特
別
対

策
本
部
」
を
設
置
し
て
、
４

〜
５
月
の
２
ヵ
月
間
に
管
理

職
全
員
に
よ
る
訪
問
徴
収
を

実
施
し
、
納
付
催
告
と
相
談

を
行
い
ま
し
た
。
最
終
的
に
、

ほ
ぼ
前
年
並
み
の
収
納
率
を

確
保
で
き
ま
し
た
。

滞
納
繰
越
額
の
合
計
は
、

約
１
億
３
、
９
８
９
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
村
税

は
村
の
根
幹
を
成
す
自
主
財

源
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

徴
収
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
る

滞
納
税
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
は
差
押
に
よ
る
債
権
保
全

に
留
め
て
い
ま
し
た
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
で
も
あ
り
、

長
期
滞
納
な
ど
の
場
合
に
は

止
む
を
得
ず
差
押
物
件
等
の

換
価
処
分
を
行
う
な
ど
に
よ

り
税
の
収
入
額
を
確
保
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た

飯
樋
小
学
校
が
、
平
成
17
年

度
公
立
学
校
優
良
施
設
と
し

て
、
社
団
法
人
文
教
施
設
協

会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
施
設
整
備
計
画
を
進
め

る
過
程
で
の
地
域
住
民
の
皆

さ
ん
を
ま
じ
え
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
開
催
、
木
材
使
用

な
ど
学
校
施
設
整
備
が
評
価

さ
れ
た
も
の
で
す
。

去
る
６
月
２
日
に
鹿
児
島

市
で
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に

出
席
し
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

整
備
に
向
け
て
惜
し
み
な

い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
に
改
め
て
ご
報
告
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
は
、
施
設
の
有
効
活

用
と
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力

向
上
に
向
け
た
学
校
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
残
さ
れ
た
外
構
工

事
に
つ
い
て
は
、
10
月
完
成

を
目
標
に
工
事
発
注
計
画
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

恒
例
と
な
り
ま
し
た
村
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
主
催
の
「
第

15
回
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
対
抗

は
や
ま
湖
駅
伝
競
走
全
国
大

会
」
を
、
４
月
29
日
に
大
倉

地
区
は
や
ま
湖
周
辺
を
会
場

に
、
大
倉
行
政
区
並
び
に
村

体
育
関
係
機
関
等
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
男
子
13

チ
ー
ム
、
女
子
８
チ
ー
ム
の

計
21
チ
ー
ム
で
、
今
年
も
宮

城
県
柴
田
町
を
は
じ
め
、
村

外
か
ら
11
チ
ー
ム
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

村
の
財
源
確
保
の
た
め
、
今

後
も
納
税
の
啓
発
と
収
納
率

の
向
上
に
努
力
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
17
年
度
が
最
終
年
度
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
村
民

を
含
め
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご

投
句
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
施
設
「
宿
泊

体
験
館
き
こ
り
」
お
よ
び

「
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
い
い
た
て
」

に
つ
い
て
で
す
が
、
去
る
５

月
30
日
に
第
13
期
の
株
主
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

平
成
16
年
度
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

施
設
全
体
で
の
収
支
状
況

は
５
５
８
万
９
、
７
４
５
円

の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、「
ス
テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」

の
経
営
収
支
が
、
牛
肉
価
格

の
高
騰
に
よ
り
悪
化
し
た
こ

と
が
大
き
な
要
因
で
す
。「
ス

テ
ー
キ
ハ
ウ
ス
」
は
年
々
経

営
収
支
が
悪
化
し
て
お
り
、

村
と
し
て
も
抜
本
的
改
革
が

迫
ら
れ
て
い
る
と
判
断
し
て

い
ま
す
。


